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20142014年度予算成立年度予算成立!?!?   
原案可決原案可決原案可決!?!?!?   投資的経費は、投資的経費は、投資的経費は、63.1263.1263.12％増％増％増!!!!!!   

約25年に渡る新市民会館建設の経緯をまとめます。 
 

■地方裁判所現地再建で建設用地大幅減 

１９９２年３月 市民会館整備に関する調査報告書 

 情報化社会や国際交流にも十分対応し得る高度な 

複合施設として、大・中・小の新しい多目的ホール

群が提案され、ホールの適正規模は、1500席以上

2000席まで。 →少年院･裁判所移転調整 

１９９９年２月 (仮)城下町ホール建設検討委員会組織 

２０００年３月 地方裁判所現地再建で用地大幅減確定 

 (仮)城下町ホール建設市民委員会を組織 

２００３年３月 同市民委員会が、市長へ報告書を提出 

２００５年６月 基本構想策定 

２００５年１０月 設計者公募 238件の設計提案 

 設計者選定委員会が(株)山本理顕設計工場を選定 

２００６年６月 基本設計完  

２００７年３月 実施設計完 

(仮)城下町ホールメインホール  

 中ホール規模（1階席のみ利用で700席）、劇場型

（1100席）、コンサート型（1360席）など、それぞ

れの演目にふさわしい形式に可変可能。  

９１,５５８円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松印刷代)          １７,７３０円 

交通費(駐車場、燃料代、高速代)   １９,１８５円 

通信費(携帯電話､折込)         ５４,６４３円  

支出計 15/7/1～15/8/31                  ９１,５５８円 

 

寄付 Ｎさん、Aさん        ３０,０００円    

７～８月の支出 (図書､備品、慶弔、飲食除く) 

どうなる芸文センター整備!? 
約21億円（28.7％）の予定価格超過で入札不調!? 
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サブホール  

 平床形式のホール

で、最大300席の客席

を確保。 発表会や展

示、コンサートなど幅

広く利用できる。  

２００７年１０月 県企業庁

と建築協定締結。 

 住民訴訟があり入札

がおこなわれず。 
 

■加藤市長公約の再開

発地区のホールを見直し 

２００８年８月 三の丸地

区については、「新た

な市民ホールと周遊拠

点機能を設置する」と

いう機能配置の基本方針を決定 

２００９年３月 小田原駅・小田原城周辺まちづくり検

討委員会による検討結果 

 市民ホールコンセプト 周辺景観と調和、専門性

を担保、市民参加、にぎわいの４つが示された。 

 建設の前提条件となる建設用地を拡張することが

できれば、より良い機能の市民ホールができ、景観

形成にとっても好ましい。 
 

■(仮称)城下町ホール改め市民ホール整備について 

・市民ホール整備は、三の丸地区に計画し、建設用 

 地の拡張と並行して再設計し、2014年秋を目標 

 に開館を目指す。 

・現市民会館については、耐震性を確保した上で、 

 新しい市民ホールが完成するまでの期間は使用を 

 継続する。 
 

■市民ホールの整備 

・2011年度中を目標に現市民ホール用地南側民有 

 地の一部を取得し、建設用地を拡張する。 

 (約3000㎡)          裏面に続く→ 

 図１ 芸術文化創造センター実施設計外観 
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武松政策研究会からのお知らせ 

 ９月の個人議会報告会は、都合により中止します。 
 芸術文化創造センター関係の報告（9/8厚生文教常任委） 

 一般質問の日程（9/14、9/15、9/16、9/17） 
 

      twitter  ：  @ttakemat 

    facebook :   https://www.facebook.com/tadashi.takematsu 
 

 

HPは、「たけまつただし」で検索 月刊武松バックナンバー全て掲載しています。 
 

 

寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

    さがみ信用金庫 国府津支店 普通 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 

・市民ホール建設に向けて専門的観点から設計等の 

 準備作業を行うための市民ホール建設準備会を設 

 置し、2009年度中を目標に施設整備の基本的な 

 方針を決定する。 
  

２０１１年３月 東日本大震災 →建設費の高騰 
 

２０１２年１２月 設計プロポーザルにあたり、市民

ホールが、芸術文化創造センターに 
 

２０１３年９月 東京オリパラ２０２０決定→建設費の高騰 
 

■芸術文化創造センター基本設計（2014年4月） 

・大ﾎｰﾙ(1171席)、小ﾎｰﾙ、ｽﾀｼﾞｵ、展示室等 
 

■芸術文化創造センター実施設計(2015年6月) 

・大ﾎｰﾙ(1100席):図2、小ﾎｰﾙ:図3、大ｽﾀｼﾞｵ:図4、 

 展示ｷﾞｬﾗﾘｰ:図5  

・建設費約74億円を想定（基本設計時は65億円）  

・2017年秋オープン予定  

・開館から５年程度は直営で運営し、文化財団の設  

 立等も視野に入れ、再度検討する。  

■芸術文化創造センター入札不落 

予定価格 72億9748万6560円（税込み） 

入札状況 入札者 鉄建建設(株) 

入札価格 93億8844万円（税込み）２回目 

入札結果 不調（予定価格超過） 

 中堅ゼネコン1社による不落、約21億円(28.7％)

の予定価格超過です。 
 

機能と設計の見直しは必須です。      

 図２ 実施設計 大ホール（１１００席 1F:708席 2F:392席） 

 図３ 実施設計 小ホール（２８９席） 

 図５ 実施設計 展示ギャラリー 

 図４ 実施設計 大スタジオ（ﾘﾊｰｻﾙ、小規模公演、展示） 


